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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

· 4/20(金)六角堂祭。利用者様代表：中村与一郎様、船場幸子様、横町浩様

· 春の健康診断で、採血日の予約が4/13(金)まで。

· 5/7(月)　外来・通所・訪問看護の部署懇談会。
· 4/24(火)　医局・コメディカルの部署懇談会。
＜デイケア事例検討＞

鈴木　茂子様（57）昭和30年3月4日生　

【担当医】川端Dr　　　【担当スタッフ】川井・柴田

【主病名】統合失調症　【既往歴】脂質代謝異常症、高血圧、糖尿病

【入院歴】平成5年7月15日～平成8年3月19日（妄想、興奮）

　　　　　平成12年6月4日～平成12年9月30日（怠薬、不眠）

　　　　　平成14年2月7日～平成14年7月17日（怠薬、不眠、生活態度の乱れ）

　　　　　平成20年9月16日～平成23年2月1日（生活の乱れ、借金、要生活訓練）

検討事項

目標の設定、見直し

長期目標
①グループホームへ入所する為に、病状の安定を図る。

②就労する。

中期目標
①対人関係を円滑に行う

②体調管理（体重減少・血圧把握）を行なう

短期目標

①物のやり取りでトラブルとなる為、物のやり取りは行なわない。

　他者へ指示的な発言や強い口調で話す事がある為、発言内容に気を付ける。

②体重減少（3ヶ月で1kg減少）する。

③就労する為に体調管理を行う。

治療計画

①物のやり取りを行わないよう、定期的に面談を行い、生活状況を確認する。

②右足のタコの痛みがあり運動を見学される事がある為、痛みがある時は皮膚科受診を勧める。

　体重減少の為に、膝に負担が掛からないようエアロビクス参加の促しをする。

間食の確認を行う。

③就労・グループホーム入所に向けて、来所時に自主的に血圧測定を行ない、体調確認を行う。

現　状

1 について

· 青陽館、青山荘では物のやり取りをしている様子はみられない。青陽館利用者・青山荘入所者から、「タバコをせびられた」「飴をもらった」等の情報は聞かれている。

· 物のやり取りで大きなトラブルはみられない。

· 3月に、パチンコで小遣いをほとんど遣ってしまうことがある。生活費は残しているが、生活費以外が工面出来なくなると、借金や恐喝、盗みに走る傾向にある。

· 今までの経過を見ると、約6カ月おきに何かしらトラブルを起こしている。

2 について

· 右足のタコが痛いと訴え、運動療法に参加しないが、レクの卓球や買い物は問題なく行っており、むしろ積極的である。受診・相談出来る能力はあるが、行おうとしない。

· めまいを訴え、デイケアを欠席したり、静養室で休んでいることがある。不調の訴えは月・木が多い。以前、アパートで１人暮らしをしていた時にも意識を失ったことがあると本人離すが、詳細は不明。

· 不調を理由に、やりたくないことを行わない傾向にある。

3 について

· 体重測定、血圧測定は毎日行っている。

· パンの間食が多い。幸房のパンを購入する際、本人には朝食用にするよう説明しているが、「友達に差し入れ」と言って購入し続けている。金欠になってからは幸房のパンを購入することはない。

【目標について】

· 本人は、グループホーム入所（もしくはアパート）が目標。また、就労したいと希望することもあり、「自分の力を試してみたい」と話されている。

· 家族はアパート暮らしを反対している（以前トラブルがあった為）。グループホーム入所希望。

【現症】

· 陰性症状がみられる（表情が硬い、意欲の低下）。

· 怠薬すると、眠れなくなり病状悪化する可能性がある。

· 物事に融通がきかない面があり、予定通りに行かないと苛立つ。

· 話す内容につじつまが合わないことがあり、ちぐはぐさがある。

【デイケアで出来ることは？】

· 陰性症状改善

· 服薬の確立

· 生活リズムの維持・改善、生活スキルの取得

· 物のやり取り、金銭管理についての関わり

今後の対応

· 本人の希望（グループホーム入所）するために、どのような関わりが必要か。　

　 人間関係にトラブルがなく、過ごせることが目標となる。以下を目標に治療計画を立案する。

　⇒口調や表情を柔らかく出来るようになる。

　⇒お金のやりくりに困った時には、スタッフに相談出来るようになる。

＜利用者様情報＞

· 上久保善郎様～昼食後、青陽館近くの自販機の側で嘔吐していることがある。嘔吐した後を放

置している為、自分で片付けるように説明している。今後も、水分摂取状況や嘔吐の有無の観察を行っていく。

· 大久保康弘様～デイナイトケア帰宅時（19：30）に就床前薬を服用すると、グループホームに

帰る頃には頭がぼんやりして何も覚えていないと話す。診察時に担当医に相談するように説明しているが、相談はない様子。スタッフから担当医へ情報提供し、本人と擦りあわせを行っていく。

· 高橋　洋子様～昨晩、寝ぼけてわき腹を打ったと話す。疼痛や外見的異常はみられない。異常

が出てきた場合はスタッフや担当医に相談するように説明している。

